
AB7500Fast 簡易取扱説明書 

Guest 

OK 

“Advanced Setup”が開

いていなければクリックして

展開する 

Advanced Setup 

1) ソフトウエアを開く 

2)  “Advanced Setup” を開く 

注意事項 

・使用するプレート・チューブは必ず  0.1ul のものを使用してください。 

誤って 0.2ul のプレート（チューブ）を使用すると、RUNが開始しないばかりでなく、 

装置の故障の原因になります。 

 

・RUN中のデータの解析や移動は行わないでください。 

 RUNが途中で停止してしまう危険性があります。 

 

・プレート、チューブには サインペン等で何も書かないでください。 

 ヒートカバー、ヒートブロックの汚れの原因になり、正確にデータが取得できなくなります。  

  

・取得データの管理は各自の責任で行ってください。 

 PCトラブルやメンテナンスによるデータ喪失の可能性があります。 

 取得データは速やかに各自で持ち帰りください。 

 

・Start RUN 実行後、 サーマルサイクラーの温度が上昇することを確認してください。 

 5分以上温度上昇が確認できない場合・・・。 

  1)  RUN の停止 

  2)  実行していたファイルの消去 

  3)  本体、PC 再起動 

  4)  ファイルの作成 

  5)  Start RUN 



Date + free word 
Ex) 20151224ocu 

装置の選択です。 

必ず ７５００Fastを選択し

てください。 

使用している蛍光試薬の 

選択です 

“SYBR Green Reagent” を選

択すると この チェックボックス

が出現します。 

Target genes 

Samples 

3) Experimental Properties を設定する 

4) プレートレイアウトの指定 
 4)-1  ターゲットとサンプルを設定する 

時間が無いときは、 Experimental Properties の設定終了後、 RUNを開始することが出来ます。 

その他の設定は、解析をする際に必要な設定なので、 RUN 終了後に設定しても問題がありません。 

使用している試薬の添付文書で確認

してください。 



5)-1 

温度条件を確認する 

5)-2 
START RUN 

5)-3  RUN開始前に、データファイル保存先を指定 

START RUNをクリックすると、データ保存のWindow が開きます。 

データは下記の場所に保存してください。 
 

デスクトップ －＞ 7500Data（ショートカット） －＞ 教室のフォルダ －＞ 個人のフォルダ 

プレートレイアウトの

指定 

4)-2  ウェルごとのターゲットとサンプルを指定する 

5)  RUNの開始 



6)   ヒートブロックの温度が上昇することを確認してください。 

＜RUN>＜Temperature Plot＞画面で、温度が上昇していくのを確認してください。 


